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平成30年度 

１級土木施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

 

【問題 1】 

    施工体験記述(品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

排水処理 せん断強さ 膨潤性 30 含水量の調節 

 

【問題 ３】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

水和 湿潤 養生マット 長く 養生膜 

 

【問題 ４】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

自重 施工期間中 重要度 3.5 作用 

 

【問題 5】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

2 作業床 防網 安全帯 確認 

 

【問題 6】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

実施 費用 排出 抑制 下請負人 
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【問題 7】 

固化材 特徴または施工上の留意事項 

石灰・石灰系固化材 ・粉塵の発生に留意する 

・土との反応が緩慢なため十分な養生期間が必要 

セメント・セメント系固

化材 

・飛散に留意する 

・六価クロムの溶出質量に注意する 

 

【問題 8】 

  (1) 

 

  (2) 

 

【問題 9】 

規定方式       締固め管理の方法     

品質規定方式 

 

・乾燥密度で規定する方法 

・空気間隙率または飽和度を施工含水比で規定する方法 

・強度特性・変形特性で規定する方法 

工法規定方式 ・締固め機械の種類、敷均し厚さ、締固め回数で規定する方法 

 

【問題 10】 

《明り掘削作業》 

 ①明り掘削の作業を行う場所については、当該作業を安全に行うために、照明設 

備等を設置し、必要な照度を保持しなければならない。 

 ②地山の崩壊、又は土石の落下による労働者の危険を防止するため、点検者を指 

名し、作業箇所及びその周辺の地山について、その日の作業を開始する前に地 

山を点検させなければならない。 

 ③掘削面の高さが 2ｍ以上となる地山の掘削の作業の場合、地山の掘削作業主任 

者を選任しなければならない。 

 ④地山の崩壊、土石の落下により労働者に危険を及ぼす場合は、土止支保工を設

け、防護網を張り労働者の立ち入りを禁止する。 

打継目を設ける位置 

①できるだけせん断力の小さな位置に設ける。 

②圧縮力を受ける方向と直角に設ける。            ・・・・・・等 

水平打継目の表面処理 

①凝結終了後に高圧の空気および水でコンクリート表面の薄層を除去し、租骨材粒 

を露出させる。                      ・・・・・・等 
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 ⑤すかし掘りは行なってはならない。 

    

《型枠支保工の組立て又は解体の作業》 

 ①支柱の沈下を防止するための措置を講ずること。 

 ②支柱脚部の滑動を防止するため、支柱脚部の固定、根がらみの取り付け等の措 

置を講ずること。 

 ③支柱の継手は、突合せ継手または差込み継手とする。 

 ④鋼材と鋼材の接続部および交差部は、ボルト・クランプなどの金具を用いて緊

結すること。 

 ⑤支柱は、大引きの中央に取り付ける等、偏心荷重がかからないようにすること。 

 ⑥組立て又は解体の作業を行う区域には、関係作業員以外の作業員の立入りを禁 

止すること。                    ・・・・・・・・等 

 

【問題 11】 

 ①床掘工   ○既設埋設物の調査、保護工や移設等の対策を十分行なう。 

 ②据付工   ○吊り金具、ワイヤーロープ等の安全点検を行い、吊り込み作業 

中はボックスカルバートの下で作業を行なわないよう監視を 

徹底する。 

 ③埋戻し工  ○1層の仕上がり厚さが 20㎝程度以下になるようにまき出し、 

ダンパ等で十分に締固める。 

 


